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音楽学（musicology,Musikwissenschaft）は文字通り音楽を研究対象とし
た学問であり、普通は芸術学の中のひとつの分野としてあっかわれている。
しかし、以下に論ずるように、音楽学はひとり芸術学だけに属するのでは
なく、ほかの多くの学問とも大きなかかわりをもっている。また、諸民族
の音楽文化を多角的に解明することは、広く人類の知識体系ないし学問に
貢献するばかりでなく、学校教育・社会教育・国際交流といった方面でも
応用できるような成果をもたらすものである。
1.音楽とは
音楽学が研究対象としてあっかう「音楽」が、いったいどのようなもの
であるかという音楽の定義の問題は一見容易なようでいて、実際には解決
が困難で、ある。それはなぜかというと、ひとつには異なる文化、異なる民
族の閣で音楽を含めで諸芸術に対する考え方が多かれ少なかれ違っている
からでもあるし、また、ひとつの文化の中にあってさえも歴史的な時間を
へだてた異なる時代ではそれぞれの時代風潮を反映して音楽のあり方、音
楽に対する考え方が相当に違っているからでもある。俗に「音楽は万国共
通の言語である」とか、「音楽に国境はなPJなどといわれているが、これ
は隣接する地域などごく限られたところを除いては通用しないと考えた方
が妥当のようである。もちろん、音楽である以上人間の声や楽器の音を使
うのが普通で、あるので、そうした現象的な側面でのみ、音楽は全人類にほ
ぼ普遍的に共有されているということはできるかもしれない。
ここで、音楽がいかに定義され得るかを、 2つの事例に則して紹介して
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みたい。いずれも、いわゆる無文字社会の例であり、したがって文化のf旦
い手がわれわれにただちに理解できるような言語表現をしたわけではなく、
異なる思考による表現や態度をアウトサイダーとしての研究者が、いわば
自分たちに納得のいくように勝手に「抽象化」したものであるといわねば
ならない。しかし、こうした「抽象化」は通文化的 cross-culturalな比較
のためには、ある程度はせざるを得ない。
音楽定義の第1の例は、合衆国の音楽人類学者メリアム博士がアフリカ
(1) 
のパソンギェ族の発言からひきだしたものである。その発言とは、
When you are content, you sing ; when you are angry, you make 
noise. 
When one shouts, he is not thinking ; when he sings, he is thinking. 
A song is tranquil ; a noise is not. 
When one shouts, his voice is forced ; when he sings, it is not. 
〔心安らかな時にはうたうが、腹だたしい時には雑音を出す。
さけぶ時には考えていないが、うたう時には考える。
歌は穏やかだが、雑音はそうでない。
さけぷ時には無理な発声をするが、うたう時にはそうではない。〕
というものである。これは、メリアムが音楽と非音楽 non-music （ここで
は雑音）との区別がパソンギェ族の人たちによってどのように意識されて
いるか聞いただした結果得られたものであろう。人類学者のフィールドワ
ークにおけるこうした質疑応答は注意深く実行しないと不自然な状況がう
まれることがある。ここでは、注意深く実行されたと想像するにしても、
ここに提示されているのは簡潔な英語訳だけであって、含蓄範囲が英語と
は異なる原地語が脱落しているば、かりか、質疑応答の時の状況の記述がな
いので、このフィールドデータはそれだけ信f長性がうすれているといわざ
なま
るをえない。ともかく、メリアムはこの生のデータから、パソンギェ族が
音楽と雑音を概念的に区別するための 3部分理論 three-part“theory” を
構築している。
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. music is produced exclusively by human beings, it must be 
organized. it must have continuity in time.〔音楽を鳴り響かせるのは人
間だけであり、音楽は構成され、しかも時間的に連続したものでなければ
ならない〕。
音楽定義の第2の例は、筆者自身がメリアムの接近法を援用して、音楽
以外のフォークロア形態と音楽がいかに概念的に区別されているかを、ミ
クロネシアのパラオ諸島でのフィールドワークに際して調査したものであ
(2) 
る。比較の材料に使ったフォークロア形態は、エルデエドウフ eldecheduch
（伝説を声や身振りをまじえて語ること）・ロウクル lochukl （集会所の建
物の梁に施される浮彫）・ンロイク ngloik（踊り）そしてエリタクル cheli-
takl （うた）であった。これらの民俗芸術は豊富な神話伝説の伝統を基盤
にしている点で共通していて、表現媒体と表現方法の違いだけが明らかで
ある。質疑応答や観察・推察を経て、これらのフォークロア形態の間にあ
る相互関係が部分的にではあるが次のように要約された。
それらは相互依存関係をもっているということ、伝説に通暁しているこ
とは、関連のある歌の理解に役立つということ、伝説で意図された目的
を達成するのを助けるのが、音楽や絵画を通じての直接的知覚作用であ
あるということ、浮彫は、伝説や歌の記憶を助長するということ
さらに、現地語葉での音楽用語など、いわゆる民俗的言語表現行動 folk
verbal behaviorの裏付けもあって、次のようなパラオ音楽概念（定義）が
試論的に抽出される。
音楽とは、ンテイル ngtil（のど、ないし声）を媒介として実在化される
ものであって、これと類似した日常言語と異なるのは、ンテイル・ア・
エウイクル ngtila cheuikl （声あるいはのどが上下すること、すなわちメ
ロディ）、ワトウートム uatuutum（語源は踊りの足踏み、転じてリズム入
(3) アクセント附け、といった側面ではるかに多様である点においてである。
以上2つの音楽定義の例は、それぞれの社会の限られた人数のインフォ
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ーマントの発言とアウトサイダーの主観をまじえたものであるため、他の
可能性があることは否めない。いずれにせよ、ほとんど普遍的に人類が共
有する音楽は、たとえその意昧が集団内部でしか伝わらないものではあっ
ても、現象的、概念的にはかなり共通したものがあるように思われる。人
類全体の音楽にある共通な（普遍的な）基盤としては少なくとも次のよう
なことが想定される。
1 ）人聞が関与していること
2 ）音（および無音）を表現媒体としていること
3 ）音の属性を利用して、音高・音強・音色・音長をいずれか、ある
いはすべて変化させたり組み合わせる方式をとっていること
2.異なる音楽
現象を人聞が積極的に利用して文化の一部にしてしまう場合を事象文化
と名づけるとするならば、音楽はまさに音という現象に依存した事象文化
のひとつである。そして、事象文化としての音楽は、前述したように人類
全体にほぼ共通した基盤をもっていると考えられる。
他方、人聞が考えたり、身体を動かしたり、知覚したりする広義の行動
behaviorを民族毎に多かれ少なかれ異なったパターンで実行しているとす
れば、これも文化の重要な一面であるということになるので、これを行動
文化と名づけてむこう。そうすれば、人聞が‘定の考えにしたがって、一
定の方法で身体器官を駆使して音楽事象をうみだし、そしてそれを知覚受
容して反応するのであるから、音楽を行動文化のひとつとみなすこともで
きる。
さて、事象文化としての音楽は基本的には人類に普遍的であるが、現実
には他民族の音楽が慣れない耳には奇異にきこえることがあるように、具
体的には、文化が異なれば多かれ少なかれ異なっている。これは、行動様
式の違いに起因しているといってよいだろう。すなわち、どのような音楽
理念にしたがってどの身体器官（声帯・鼻・口・手・足など）をどのよう
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に駆使して漬奏するのか、そして鳴り響く音をどのように知覚してどのよ
うに反応するのか、 といった一連の音楽行動がそれぞれの文化の中でパタ
ーン化されて、いわゆる伝統が築きあげられていると考えることができる。
音楽理念が文化によって多かれ少なかれ違っている例を挙げてみようひ
たとえば、近代の西ヨーロッパおよびヨーロッパ系アメリカ後住民のいわ
ゆる芸術音楽（「クラシック」） そしてジャズ（ディキシー・スイング・モ
ダンなど）ゃいわゆるポピュラー音楽などにあっては、他の側面はさてお
き、三和音のさまざまな組み合わせをパターン化したハーモニーが音楽構
成理念の重要な部分を占めている。 これとは対照的に、北アフリカ・西7
ジア・東南アジア・東アジアなどの合奏音楽においては、基本的には同一
のメロデイーを各パートが微妙に違えて、 しかも同時に演奏するという、
いわゆるヘテロフォニ－ het!irophony （異音性）が文化的に（伝統的に）認
容される音楽構成理念なのである。 このヘテロフォニーは、 日本ではひと
りの演奏家によるいわゆる弾きうたい（弾き語り）においですら認められ
る。すなわち、等や三味線を伴奏楽器とする声楽曲では楽器と声とが大ま
かにいえば同ビ旋律線をたどるのであるが、音の先取り、遅延、簡略化、
コブシや楽器手法による装飾などの極めて音楽的に繊細な方法を講ピてへ
テロフォニー音楽の典型をつくりだしている （譜例1)0 
譜例1. 長唄「小鍛冶」（演奏：西垣勇蔵・菊間裕晃その他見
採譜：西垣勇蔵・草野妙子？）
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音高素材の選び方にしても、文化によるパターンの違いが明らかである。
たとえば、 タイ中部の7等分音階、インドネシア （とくにジャワ島）の音
階のひとつスレンドロ（ 1オクターヴをほぼ5等分）、西ヨーロッパの12等
8 
会平均律などは、たとえ実際の楽曲でこれらすべての音を使わなくとも、
音高素材の基礎として扱われている。これに対して、アラビアのマカーム、
インドのラーガなどの旋律型理論に代表されるような微小音程（微分音）
microtonesをも駆使した音高素材の選び方もある。
音楽理念の違いは当然のことながら、演奏という肉体行動にむいて文化
毎に異なる様式をもたらす。たとえば、笛から発せられる音がわずかな音
量のものでなければならないと考える民族（オセアニア・東南アジアなど
の一部）であれば、鼻孔からの吐息を利用するであろう（鼻笛Lまた、笛
の演奏に際して複雑なフインガリング（指使い）にもかかわらず、敏速か
っ正確な多音旋律を望む民族（西ヨーロッパ）であれば、キーメカニズム
の工夫をこらした楽器を考案するであろうし、フィンガリングに加えて唇
と歌口との角度をかえる（首ふり）技法を組み入れて滑音（グリッサンド
・ポルタメント・なやし）などによるゆっくりした繊細微妙な音の変化を
目論む尺八のような楽器をもっ民族もある（譜例2)0 
＠ 
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譜例2.尺八本曲「鹿の遠音」 a ）演奏：横山勝也・青木静夫、
採譜：月渓恒子。 b）伝統的な記譜法？）
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譜例3. 譜例1～ 2の凡例。? ? ? ? ?
L, 8, 音帯または休拝につけられた
J, .!, etc, 音高が不確定であるこkを示 Lはその音符または体削哩機
す.c,.l 112骨音符を示す。） となるも町と比較して、特に量
T. !. 符頭町前にこれらがつけられ いこと.Bは問機に特に短いこ
た音符は、それぞれ%音高い、 とを示す．そのほl;f町限度は．
あるいは低いことを示す．ニ町 L Uそれが附さ札た音符向1～
場合、これが付けられた音符に 1＋惜、 Bは1～%惜ξする．
? ? 、
町み有効である． 門 ハジキ．
r-r～f 音が,y.ルタメント円ようにす
η上~たり、下が勺た ηするこ
とを示す．
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このように、音楽理念・演奏様式の違いは声や楽器の使い方に大きくか
かわってい．る。とくに声は、さまざまな発声法や組み合わせが地域毎に使
い分けられている。また、オセアニアのように楽器の音（器楽）よりも声
楽の方をはるかに重要視する地域もある。楽器の場合は、物を利用した文
化形態すなわち物質文化materialcultureのひとつの項目として見ること
ができる。物質文化としての楽器には、生態学的 ecologicalな条件、交易
などの経済機構、さまざまなレヴェルの製作加工技術というテクノロジー
などの側面から大きな問題を投げかけるが、ここでは音楽理念と楽器製作
技術との関係についてだけ述べておこう。すなわち、先に例証したように、
西ヨーロッパのフルートと日本の尺八とでは、少なくとも指孔の扱いに関
する限りは、製作技術（工夫）の点でフルートの方が勝っているといわざ
るを得ない。しかし、楽器製作上の段階の上下は、その音楽の価値的な上
下とはほとんど無関係といってよいのである。物質文化としての楽器にど
のような工夫が施されるか、行動文化としての演奏技法にどのようなもの
が含まれるか、といった問題は、それぞれの音楽文化に固有の音楽理念に
依存しているからである。
次に、一定の理念に基いて、一定の行動にしたがって演奏され、その結
果として鳴り響いた音、あるいは鳴らなかった無音が、受容者にどのよう
に知覚認識されるか、という問題にうつろう。知覚認識の行動は、概念行
動や演奏行動と同じように文化的にパターン化され、したがって社会の成
員となるまでに学習した方法でこれが行なわれると考えるのが妥当である。
物理的に同一の刺激である一連の音をきいた時に、異なる音楽文化の担い
手がそれぞれ自分たちの音楽にきこえたか、あるいは類似したものと認め
るか否か、そしてそうであれば、どのような意味をもつものとしてそれを
きいたか、を実験すれば、異なる知覚認識が異民族にはあり得るというこ
とが明らかになるであろう。もちろん、文化接触に際して、異なる価値体
系をどの程度受けいれて文化変容acculturationにまでもっていくかは、民
族や時代によっていろいろな場合があり得る。異なる知覚認識については、
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上記の実験をまつまでもなく、われわれの身のまわりに類似例が多い。た
とえば、現代の臼本では、邦楽・民謡・「クラシック」・現代音楽・ジャズ
．ロック・フォーク・歌謡曲といったジャンルのそれぞれの支持層はかな
り相互に遊離しているように思われる。これらのジャンルの音楽がそれぞ
れの支持層にどのような意味をもっでいるか、あるいは民族音楽がそれぞ、
れの文化の担い手に対してどのような意味をもっているかは、他の集団・
民族には容易には理解し得ないのであろう。
ところで、音楽の意味とはいったいどのようなものであるのかという問
題もまた、音楽定義の問題と同ピように、音楽学の根源的な課題であるの
だが、やはり解決が困難で、ある。ここでは直接にこの問題を扱うことはし
ないが、これに関連のある音楽の機能の問題に触れてみよう。
音楽がそれぞれの文化ないし社会の中ではたす役割ないし機能もまた、
異なる文化の閣で多かれ少なかれ異なっている。しかし、さまざまな社会
機能をはたす諸民族の音楽を、大きく 2種類に分類することは可能で、ある。
すなわち、ひとつにはいわゆる「芸術のための芸術」としての自律的な方
向づけをもっ音楽があり、これを「芸術音楽」と呼称することがある。も
うひとつは、呪術・宗教・労働など文化の他の側面と密接に結びついてい
るような他律的な性格をもっ音楽であり、その多くは「民俗音楽」と呼ぶ
こともで、きる。
自律的な音楽は、西ヨーロッパ・北アフリカ・西アジア・南アジア（と
くにインド）・東南アジア・東アジア・アメリカ（後住民）などにあり、長
い歴史の聞につちかわれた理論的裏付けをもち、文字文化との関連で何ら
かの記譜法に支えられているものもある。音楽構造は、音高語法・音強語
法・音色語法・音長語法さらにテクスチュア（音構成法）や形式などのい
ずれか、あるいはいくつかにおいて他律的な音楽よりも複雑で、あることが
多い。このために、自律的な音楽は他律的な音楽よりすぐれている、高級
である、価値が高いなどとみなされがちであるが、後述するようにこうし
た考え方は、文化的相対主義の立場からは排斥される類のものである。
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他方、他律的な音楽は、ほとんどの民族が民俗音楽・郷土音楽として、
あるいは時には部族音楽としてもっているといえるだろう。そして大部分
は、明確な理論的枠組や記譜法をもたず、音楽的にも比較的単純なものが
多い。たとえば、メラネシアにフィールドワークした桂博章氏の談によれ
ば、ある種の宗教儀礼のための音楽舞踊では、長時間にわたって単純なリ
ズム型が執劫に反復されるという。これは、次々と複雑なリズムをうち出
すようにしたのでは、自律的な音楽におけるような「音楽的な」よろこび
を参会者が感じてしまうかもしれないが、実際に行なわれているような単
純な音楽であれば、そこにつくられる「音楽的・舞踊的」時間の経過のう
ちに参会者は日常的な感覚を麻庫させられ、いわゆる悦惚の状態に入って
いくことができるので、こうした儀礼音楽は、そのような音楽構造をもた
(7) 
ねばならないというのである。しかしながら、他律的な音楽の中にも、た
とえばアフリカの音楽のように、相当に複雑な音楽構造をもつものもある。
音楽構造が単純で、あるのか複雑で、あるのかは、それぞれの場合の事実にす
ぎないのであって、それをそのまま価値判断の基準にすることはできない。
以上述べてきたように、諸民族は、それぞれの音楽理念に基いた音楽を
もち、その音楽はそれぞれの社会の中で何らかの機能をはたしているので
ある。現象あるいは事象としては人類に普遍的な音楽も、それを支える人
間行動の側面においてはむしろ個別的であるということになる。このよう
な「異なる文化価髄の是認」を基盤とする文化的相対主義が今日の音楽学、
とりわけ民族音楽学のもっとも基本的な準拠枠となっている。
しかしながら、すべての音楽がその文化の担い手にしか通用しない閉鎖
的なものかというと、けっしてそうではなく、西ヨーロッパ音楽・ジャズ
．ロック・中南米音楽・インド音楽・ガムランなどの例からも明らかなよ
うに、たとえ普遍的とはいわないまでも多くの国境を越えて享受されるも
のもある。
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3.音楽学
かつては「音楽学」といえば「西洋音楽史学j とほとんど同義語であっ
たといわれているが、今日では、世界のすべての音楽が研究対象となり得
るし、またそうしなければならないと考えられているといってもさしっか
えないであろう。そして方法も、単に歴史学的なものだけにとどまらず、
他の人文諸科学や社会科学・自然科学とさえも関連をもつようなさまざま
な接近によるものを含めるようになってきた。この言明からもくみとれる
ように、音楽学は現在、多くの下位分野（細部門）の集合として存在して
いて、下位部門はそれぞれの性格のために他の隣接学問と関係をもったり、
あるいはそこから方法を借用したり Lている。
たとえば、音楽学のひとつの分野としての音楽美学は、西洋流にいえば、
単なるひとつの分野というよりも、音楽学諸分野全般に対して理論的な準
拠枠を提供する分野であると考えられる。しかし音楽学の研究対象が、従
来のように単にヨーロッパ芸術音楽だけにとどまらず、大衆音楽・民俗音
楽・諸民族の音楽というように全人類のすべての音楽活動にまでひろがっ
てきている最近の状況のためには、西洋美学のひとつとしての従来の音楽
美学の成巣だけでは律しきれない事柄がますます増えてきすぎているとい
わざるを得ない。こうしたくいちがいを打破していくためには文化的相対
主義の立場から諸民族・諸時代の音楽文化をできるだけ詳細に記述した音
楽的民族誌musicalethnographyを集積する努力が必要であるーこの努力を
つづければ、民族美学 ethno-aestheticsの立場から、音楽にまつわる基本
的な問題を解決する糸口が得られるにちがいない。
音楽史学も音楽学の重要な 1部門である。そして、現実に公刊されてき
た成果の量からすれば、おそらく他のどの部門をも圧倒しているであろう。
音楽学者の数もこの部門においてもっとも多いにちがいない。しかし、こ
こでもまた、当然のことながら、西洋に傾きすぎている。w.ヴ、イオラのい
うように、世界の過去と現代における諸々の音楽の中でも西洋音楽が類の
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ない例外的で、特殊な地位を占めているということを、基本的には認めるに
しても、他地域の音楽史学研究が推進されるべきである。そのためには主
だった国々で自国の研究者が研究できるような環境がつくられるのが望ま
しい。この点に関しては、日本はリーダーシップをとることができる国の
ひとつであるといえよう。たとえば、 1976年3月から 4月にかけて東京で
行なわれた「アジア伝統芸能の交流Weekof Asian Tradional Performing 
Arts 1976」（国際交流基金主催・国立劇場協賛）は、この線に沿った企画
としての意義があった。従来の音楽や舞踊による文化交流は、とかくその
場かぎりの「お祭り」に終わってしまいがちであったが、この企画では、
筆者自身も企画委員のひとりとして加わって、単なる演奏だけでなく、い
くつかの国が相互に見つめ合い、討議を重ねて、学術的にも意義のあるも
のにすることが意図された。そして半永久的なドキュメンテーションを作
成すち活動が行なわれ、すでに映画は完成し、近い将来には研究報告書や
レコードも公刊されることになっている。企画委員の小泉文夫・徳丸吉彦
両氏の発言をまつまでもなく、こうした企画は個人的な力では実現できな
いことであって、公的な機関や民間団体の支援が徐々に顕著になってきて
いるのは喜ばしいことである。
上記の企画は、単に西洋外の地域の音楽の史学的な探究の助長だけでな
く、もっと強調されていたのは、諸民族の音楽の個別的な研究を土台にし
て、共時的に、そして通文化的 cross-culturalに相互の比較をすることで
あった。こうした研究をするのは、音楽学のひとつの部門としての民族音
楽学ethnomusicologyなpし比較音楽学 comparativemusicologyである。こ
の分野こそが、音楽学の研究対象をグローパルなレヴェルにまでひろげる
ことに貢献した分野である。民族音楽学は、従来の西洋音楽学の方法と成
果のうちの利用できる側面を出発点とし、さらに、文化人類学（民族学）
からの影響も大きく受けながら発達してきた学問である。
音楽学の他の下位分野としては、音楽社会学・音楽心理学・楽器学・音
楽教育学・音楽音響学などが挙げられる。
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4.音楽学と大学
さまざまな存在様式をもっ音楽に対してさまざまな観点からさまざまな
方法で接近する音楽学は、どのように推進されるべきであろうか。この問
題に関しては、すでに日本の音楽学会が第16回全国大会（1964）において
シンポジウムを聞いたことが記録されている。 Iそこでは、日本の代表的な
音楽学者である野村良雄氏の次のような発言があった？）
音楽学教育の本来の場所が大学であることはいうまでもないことであろ
う。ところが日本ではこの当然なことはもとより、大学当局者において
も意識されてさえいないのである。たとえ音楽教育の全般は行なってい
ないでも、音楽学教育、音楽学研究を行なっていない世界的な大学は、
現在ほとんど存在しない。それなのに、日本では正式の音楽学講座をも
っ大学は皆無に等しいのであり、この世界的にまれな不思議な現象が、
すこしも不思議がられていないのである。
また、同じ機会に皆川達夫氏の次のような発言があった？）
わが国の綜合大学における音楽学についてふれてみよう。これらの大学
に現在のところ音楽学の正式の講義が皆無であるか、あるいはそれに近
Lミ実状は、たしかに是正されるべき問題である。しかし、そのヴィジョ
ンを明確にせず、是正を叫ぶだけでは無意味である。綜合大学における
音楽学はどのような形をとり、実技はどのような位置をしめ、とくに大
学院l；どのような形をとるべきかが、慎重に討議されなくてはならない。
以上の引用主からわかるように、日本の総合大学ではいままで不当に冷遇
ないし無視されていた。 1976年度に、大阪大学文学部美学科の中に音楽学
講座が設置されたことはしたがって画期的なことであり、ニれを推進した
人たちの努力はどんなに賞賛しでも賞賛しすぎることはない。従来の日本
の音楽学は、国立大学では東京芸術大学および教員養成系列の諸大学、私
立では数少ない総合大学や音楽大学で教育研究されてきた。そして相当に
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めざましい発達を逐げたといってよいであろう。そして日本における音楽
学のいくつかの流れに並行あるいは交文するものとして、国立の総合大学
における音楽学を位置づけることができるだろう。これはむしろ、今後の
大阪大学における音楽学の教育・研究の方向づけにかかわることでもある。
すなわち、ひとつの意義ある可能性としては、上述したような多様な存在
様式をもっ人類の音楽に多角的に総合的に接近するという音楽学の今日的
な課題に立向うことが大阪大学の音楽学関係者の任務であるように思われ
る。もしこれが正しい方向づけであるならば、音楽学は他の芸術学諸分野
や人文諸科学のみならず、社会科学や自然科学とも実質的な連関をもたね
ばならないだろう。
大阪大学の音楽学は、 1976年度の学部レヴ、ェルでの講座開設につづいて、
1977年度には大学院修士課程芸術学専攻の開設が予定されて音楽学も含ま
れているので、幸先のよいスタートをきったということができる。しかし
ながら、現時点では、公式には限られた数の講義・演習が行なわれている
にすぎず，~I)他にどのような活動がなされるか、なされるべきかは立案ない
し試行の段階にあるにすぎない。そうした活動の例としては、すでに始ま
(12) 
っている大阪大学コレジウム・ムジクム CollegiumMusicum OU、 計画立
案中の「大阪大学音楽分析資料収集」？）「大阪大学音楽学情報センター OU
(14) 
Musicology Information Bank （仮称）」 などが挙げられるが、限られた予算
と人材をもってしては短期間に多大の業績をあげることは困難に思われる。
これから考えられなければならないのは、むしろ、他の研究機関との有機
的な連携を推進することであろう。
日本における音楽学はすでに、研究機関や個人研究者のレヴ、ェルにおい
て全国的に広がってきているし、それぞれ違った状況に置かれているとい
ってよいだろう。こうした状況にあっては、相互の積極的なはたらきかけ、
そしてそれに対する積極的な反応が奨励されるような傾向にもっていかな
ければ、意義ある実りをあげることは困難であろう。そして音楽学が日本
において学術的に成果を挙げることは、世界の音楽学の発展にも寄与する
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であろうし、ひろく学問全体の中でもより意義深い位置を占めるようにな
るであろう。さらに、音楽学の成果は、音楽という一般の人にも大きなか
かわりのある事象文化に関するものであるだけに、それだけ一層、社会に
還元されることのできる何かをもっているということができる。
(1976年9月）
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( 11) 谷村晃教授「普通講義・西洋音楽史概説」「特殊講義・変奏曲原理の
研究J 「演習・音楽学の諸問題」
山口修助教授「特殊講義・民族音楽学の方法J「演習・日本における音
楽学の展望」
(12) ドイツの大学における類似例にならってリコーダーによる西洋古楽か
ら始めているが、東洋音楽など他のものにもひろげることを考慮中で、
ある。
(13) 資料の第1としては、フィールドワークを行なって得られる楽器・録
音録画資料などオリジナルなもの、第2種としては公にされているも
のを分析しやすいように再編集した2次資料的なものが、現時点では
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計画されている。
( 14) 文献・視聴覚資料・楽器資料その他のものが、たとえ手元になくても
（新設の機関ではこれらを整備するのが困難であるという理由もあっ
て）、その所在や特徴が把握できるようなデーターバンクを考案中であ
る。この企画の一環として、「音楽学」（音楽学会機関誌）第1-21巻の
総合索引を作成中であり、近い将来公刊されるであろう。
（文学部助教授）
